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く卒業論文概要>
親の成長をサポートする子育て支援の在り方
-特定非営利活動法人ままとーんを事例として-
山田和佳*
1 .研究の自的と方法
近年の社会の変化に伴い、核家族化による母親の孤立感の増大、虐待の増加など、子育て家
庭をめぐるさまざまな問題が、家庭児童相談室や保健所、子育て支援現場から多く指摘されて
いる。少子化が社会問題として注臣されるようになった 1990年代から、子育て支援策が盛んに
取り組まれるようになったが、多くの子育て支援施策では、母親の肉体的・時間的な負担を軽
減するようなサービスを提供することが主な目的とされている。しかし、現代の親が抱えてい
るものは、負担を軽減すれば解決するものだけではないのではないだろうか。
そこで本研究では、まず、現代の子育てをめぐる問題点を明確にする。そして、その問題点
に対処するためにはどのような支援が必要であるか、現代の子育て支援の在り方について考察
することを目的とする。
その方法として、まず第1章において現代の子育てをめぐる問題点を先行研究をもとに分析
し、続く第2章でその問題点に対処するために有効な子育て支援の在り方について、社会教育
の立場から考察する。その上で、第3章で実際の子育て支援現場で調査を実施し、第4章にお
いて調査結果とこれまでの考察を踏まえて、現代の子育て支援の在り方について考察してし1く。
2. 構成
序章本研究の呂的と方法
第1章 現代の子育てをめぐる現状と問題点
第1節 現代の子育て中の殺を取り巻く状況と問題点
第2節子育て支援事業の目的と問題点
第3節 現代の子育てをめぐる問題点のまとめ
第2章 現代の子育てをめぐる問題に対する子育て支援の在り方一社会教育の立場から-
第3章 特定非営利活動法人ままとーんの事例研究
第1節 「ままとーんjの紹介
第2節 「ままとーんjのスタッフに対するインタビュー結果と分析
第4章親の成長をサポートする子育て支援の在り方
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第1節 インタビュー結果から分析する「ままとーんJの特徴
第2節 親の成長をサポートする子育て支援の在り方
終章本研究のまとめと今後の課題
3 概要
第1章では、現代の子育てをめぐる問題点について分析した。現代だからこそ浮上した母親
の抱える問題は、①自分の子育てや自分自身に対する自信が持てないこと ②自分を発信する
ことがなくなる、「母Ji妻jでしかなくなること ③核家族化や地域のつながりの希薄化から
生ずる母親の孤立化、である。また、 1990年代からさかんに取り組まれてきた子育て支援事業
はサービスの提供に偏っている傾向があり、それにより子育ての「外注化Jが進んでしまうこ
とが懸念され、問題が生じることについて述べてきた。
第2章では、第1章で述べたような現状に対する子育て支援のあり方を社会教育の立場から
考察した。親が自己発信することや主体的に子育てに向き合うことの効果について明らかにし
た。
第3章では、第2章を踏まえて特定非営利活動法人ままとーんを事例として取りあげ、イン
タビュー調査の結果から、そこでの活動の特徴を分析した。
第4章では、第3章で分析したままとーんの特徴を第2章で考察した社会教育の立場から考
える子育て支援のあり方と照らし合わせ、ままとーんの子育て支援の特徴にはどんな意義があ
るかを考察した。現代の子育てをめぐる問題に対処するには、ただ、子育ての負担が軽減され
るだけの支援では欠けている視点があるのではないだろうか。親が当事者として主体的に子育
てや活動をすることにより、親は自己を発信し、自らの力に「気づきJを獲得し、成長してい
くことができる。これは、親の「学びJと言うことができる。社会教育の立場から、現代の子
育てをめぐる問題に対処するためにはこのような親の「学びjができるよう、機会や場を与え、
その姿勢をサポートしていく子育て支援こそが、必要なのではないだろうか。
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